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原
田
の
森
と
関
西
学
院

１
８
８
８
年
（
明
治
21
）、Ｗ
・
Ｒ
・

ラ
ン
バ
ス
は
、キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ

く
青
少
年
教
育
の
た
め
の
学
校
を
開

設
す
る
こ
と
を
提
案
、審
議
の
結
果
、

神
戸
に
男
子
校
を
設
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
（
女
子
校
は
広
島
）。し
か

し
、当
時
の
神
戸
市
内
は
地
価
高
騰

の
た
め
、神
戸
市
郊
外
の
兔
原
郡
原

田
村
（
現
在
の
王
子
公
園
周
辺
）
に

約
１
万
坪
の
敷
地
を
購
入
、こ
こ
に

木
造
の
校
舎
を
建
て
、１
８
８
９
年

（
明
治
22
）、関
西
学
院
を
創
立
し
た
。

当
時
の
生
徒
は
わ
ず
か
19
名
で
あ
っ

た
。当

初
の
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
は
狐
や

リ
ス
が
顔
を
出
す
鬱
蒼
と
し
た「
森
」

だ
っ
た
よ
う
だ
が
、や
が
て
レ
ン
ガ

造
り
の
校
舎
や
本
館
な
ど
が
整
備
さ

れ
、１
９
０
４
（
明
治
37
）
に
は
ブ

ラ
ン
チ
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル

（
現
在
の
神
戸
文
学
館
）
が
建
立
さ

れ
た
。

ち
な
み
に
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
の
母
、

Ｍ
・
Ｉ
・
ラ
ン
バ
ス
は
１
８
８
８
年

に
ラ
ン
バ
ス
記
念
伝
道
女
学
校
を
神

戸
に
設
立
し
た
が
、こ
れ
は
関
西
学

院
大
学
教
育
学
部
（
旧
聖
和
大
学
）

の
ル
ー
ツ
に
な
っ
て
い
る
。

発
展
、そ
し
て
移
転
へ

神
学
部
と
普
通
学
部
で
ス
タ
ー
ト

し
た
関
西
学
院
は
、１
９
１
２
年（
明

治
45
）に
は
高
等
学
部（
文
科
・
商
科
）

が
開
設
さ
れ
、や
が
て
大
学
昇
格
運

動
が
始
ま
っ
た
。大
学
開
設
の
た
め

に
は
、資
金
が
必
要
だ
っ
た
。外
国
資

金
に
頼
る
の
で
は
な
く
、自
力
に
よ

る
資
金
調
達
の
道
を
探
り
始
め
た
関

西
学
院
に
、タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
の
話
が
飛
び
込
ん
で
き

た
。候
補
地
は
い
く
つ
か
挙
が
っ
た

が
、１
９
２
６
年
（
大
正
15
）、阪
神

急
行
電
鉄
が
原
田
の
森
の
校
地
・
校

舎
を
買
い
取
っ
た
上
で
、関
西
学
院

が
同
社
の
上
ケ
原
の
土
地
を
購
入
す

る
こ
と
が
決
定
。阪
神
急
行
電
鉄
の

小
林
一
三
と
の
間
で
正
式
に
契
約
を

交
し
た
。１
９
２
９
年
（
昭
和
４
）

の
３
月
末
日
、関
西
学
院
は
西
宮
に

移
転
し
た
。奇
し
く
も
当
時
原
田
の

森
が
あ
っ
た
西
灘
村
は
、そ
の
翌
日

に
神
戸
市
に
合
併
・
編
入
さ
れ
た
。

以
降
、関
西
学
院
か
ら
は
多
く
の

学
生
た
ち
が
羽
ば
た
き
、卒
業
生
は

神
戸
で
も
経
済
か
ら
芸
術
ま
で
幅
広

い
分
野
で
活
躍
。一
方
、原
田
の
森
の

周
辺
は
そ
の
後
、さ
ま
ざ
ま
な
学
校

が
学
舎
を
お
き
、今
や
神
戸
屈
指
の

文
教
地
区
に
な
っ
て
い
る
。

神
戸
な
く
し
て
関
西
学
院
な
し
。

神
戸
に
と
っ
て
も
ま
た
、関
西
学
院

の
存
在
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

ラ
ン
バ
ス
父
子
と
神
戸

１
８
６
８
年
（
慶
応
４
）
に
開
港

し
た
神
戸
に
は
外
国
人
居
留
地
が
設

け
ら
れ
、１
８
７
３
年
（
明
治
６
）

の
キ
リ
ス
ト
教
解
禁
を
契
機
に
そ
の

布
教
活
動
は
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ

た
。ア

メ
リ
カ
南
部
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
派
、南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会

が
日
本
に
海
外
宣
教
部
を
設
置
す
る

こ
と
を
議
決
。そ
の
使
命
を
受
け
た

の
が
、関
西
学
院
の
創
立
者
、Ｗ
・
Ｒ
・

ラ
ン
バ
ス
で
あ
っ
た
。

彼
は
１
８
８
６
年
（
明
治
19
）、

日
本
宣
教
部
の
総
理
と
し
て
中
国

か
ら
来
日
し
、居
留
地
47
番
館
（
現

在
の
大
丸
神
戸
店
東
側
）
に
読
書
室

を
設
け
た
。ミ
ズ
ー
リ
州
の
パ
ル
モ

ア
牧
師
よ
り
寄
付
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、翌
年
こ
れ
を
パ
ル
モ
ア
学
院
と

命
名
、神
戸
の
英
語
教
育
の
拠
点
と

な
っ
た
。ま
た
、南
美
以
美
神
戸
教
会

（
現
在
の
神
戸
栄
光
教
会
）
の
初
代

牧
師
に
就
任
し
た
。

神
戸
で
の
布
教
に
尽
力
し
た
「
関

学
の
祖
父
」、Ｊ
・
Ｗ
・
ラ
ン
バ
ス
は

神
戸
で
没
し
、今
も
修
法
ヶ
原
の
外

国
人
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
。

草創期の関西学院と
神戸
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